
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

インフラ工事との同時施工

工
　

事
　

概
　

要

住
・
商
一
体
の
超
高
層
複
合
施
設

年先も価値ある建物に

建築主インタビュー

西新宿五丁目中央南地区
市街地再開発組合　　　

理事長　今井　信行

設計コンセプト

水の景を再生させたデザイン

西新宿五丁目中央南地区第一種市街地再開発事業

パークタワー西新宿　完成
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■工　事　名　称／西新宿五丁目中央南地区第一種市街地再開発事業
■建　物　名／パークタワー西新宿
■建　設　地／東京都新宿区西新宿５－６－１
■建　築　主／西新宿五丁目中央南地区市街地再開発組合
■参加組合員／三井不動産レジデンシャル株式会社、住友不動産株式会社
■設計・監理／株式会社熊谷組一級建築士事務所
■施　　工／株式会社熊谷組東京建築支店
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構造・規模／住宅棟：ＲＣ一部Ｓ造地下１階地上階塔屋２階建て（中間層免震構造）、施設棟：Ｓ造４階建て
■主　要　用　途／共同住宅、事務所、物販店舗、診療所、保育所
■工　　期／年１月日～年月日

　――再開発の経緯は。
　「当エリアは木造住宅が密集している上、狭い道路しか
通っておらず極めて脆弱（ぜいじゃく）な生活基盤でした。
東日本大震災を契機に住民の防災意識が高まり、再開発の
機運が熟しました。権利取得に難航しましたが、事業協力
者の三井不動産レジデンシャル様の尽力で年に都市計
画が決定しました」
　――立地環境は。
　「周辺には歴史のある熊野神社、新宿中央公園があり、
喧騒のイメージがある新宿駅周辺とは違う落ち着いた場所
です。東京メトロ丸ノ内線・西新宿駅、中野坂上駅、都営
大江戸線・西新宿五丁目駅の３駅から徒歩圏内。周囲には
商業施設やクリニックなどが豊富で非常に生活しやすい立
地です」

　――施設の特長は。
　「『新宿副都心に隣接する複合市街地にふさわしい都心、
都心居住を中心にした安心、安全、にぎわいの創出』をテー
マに進めてきました。耐震性の確保に注力し、中間層免震
構造を採用しました。また、建物西側に流れる神田川の浸
水対策として、受変電設備は２階に設置しました。外観は、
商業施設が入居するエリアに明るい色調のファサードを採
用し、活気を感じていただけるデザインとしました」
　――パークタワー西新宿がどのような存在になってほし
いか。
　「年先も価値を維持する建物であってほしいと思い
ます。次世代に、この建物を引き継いでいけるよう、メン
テナンスに注力していきます」
　――施工者へメッセージを。
　「熊谷組様には、建物の価値がより高まり低コストでつ
くれる提案を頂きました。また、綿密な工程管理をしてい
ただき、計画通りに工事を進めていただけました。資材高
騰や人材不足の中、工期通りに納めていただいたこと感謝
いたします」。

　当計画は、新宿副都心に隣接し利便性に恵まれた
西新宿五丁目地区内に位置します。木造住宅が密集
し、道路や公園などオープンスペースが不足、防災
上の課題もありました。都市基盤となる区画道路を
整備することで防災性を向上。居住および商業・業
務等機能を備えた複合市街地を形成し、安全な生活
空間の創出と安心して子育てができる環境づくりを
目指しました。
　配棟計画は、十二社通り沿道のにぎわい形成に寄
与するために商業・保育所等が入居する施設棟を十
二社通り側に、静けさやプライバシーに配慮し、住
宅街のある西側に住宅棟を配置。また、建物周囲に
は歩道状空地と合わせて地域の防災と憩いの場を兼
ね備えた広場を計画し、住宅棟のエントランスホー
ルは、一時滞在施設とすることで、災害時の帰宅困
難者の受け入れを可能としています。住戸では、高
断熱化と高効率な設備機器の導入により環境へも配
慮しました。

　外観デザインはかつてこの地にあった十二社の大
滝をよみがえらせるように、建物の頂部から低層部
へ流れ落ちる滝をイメージしました。住宅棟タワー
部はガラス手摺と塗装の変化で水の流れを、低層基
壇部は建物のボリュームを生かし、いくつもの素材
により滝が流れる渓谷を表現しました。周辺建物と
合わせた色彩とすることで、街並みにも配慮しまし
た。
　内部空間には、水を感じさせる要素を散りばめ、
丁寧にデザインをし、天井９ｍから水が流れる滝柱
のある開放的なエントランスラウンジをはじめ、
コーチエントランス、オーナーズリビング、ゲスト
ルーム、フィットネススタジオ、ドッグラン、スカ
イラウンジなど多様な共用施設を計画しました。特
にオーナーズリビングは、ライブラリー、キッズルー
ムなどいくつもの活動が共存できる空間としたこと
で、暮らしのシーンに合わせた多様な過ごし方を可
能としています。
　株式会社熊谷組　設計本部
　設計第２部　設計第１グループ 　橋　大樹

地
下
１
階
コ

チ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

エントランスホール


